
２
０
１
１
年
１
月
～
１２
月
の
外
国

資
本
に
よ
る
国
内
の
森
林
買
収
は
１

５
７
ｈａ
。
こ
れ
に
対
し
、
「数
字
は

氷
山
の
一
角
）^
引
き
続
き
警
戒
が
必

要

一
と
い
う
声
が
あ
る

一
方
で

「日

本
は
海
外
か
ら
の
投
資
が
少
な
い
。

外
国
人
に
土
地
や
水
を
売
っ
て
こ
そ

地
域
経
済
が
活
性
化
す
る
」
と
い
う

声
も
あ
る
。

日
本
か
ら
海
外
へ
の
水
輸
出
量
は

増
え
て
い
る
。
財
務
省
貿
易
統
計
に

よ
る
と
、
日
本
か
ら
輸
出
さ
れ
る
水

は
こ
の
３
年
間
で
３

・
７
倍

（中
国

へ
の
輸
出
量
は
７

・
６
倍
）
に
な
つ

た
。
外
国
資
本
が
水
を
持
ち
出
す
こ

と
に
眉
を
ひ
そ
め
る
面
々
も
日
本
企

業
の
輸
出
で
あ
れ
ば
歓
迎
す
る
。
た

だ
し
短
期
的
に
利
益
を
上
げ
ら
れ
て

も
、
長
期
的
に
は
汲
み
上
げ
過
ぎ
に

よ
る
枯
渇
な
ど
の
懸
念
も
残
る
。

東
日
本
大
震
災
以
降
、
地
下
水
利

用
は
活
発
に
な

っ
た
。
生
産
活
動
に

地
下
水
を
利
用
す
る
企
業
が
増
え
た

こ
と
、
ボ
ト
ル
水
メ
ー
カ
ー
の
増
産
・

新
規
参
入
な
ど
が
原
因
だ
。

一
方
、
管
理
は
曖
味
だ
。
河
川
水

は

「河
川
法
」
に
基
づ
い
て
水
利
権

が
設
定
さ
れ
、
利
用
す
る
に
は
許
可

が
必
要
だ
が
、
地
下
水
に
つ
い
て
は

民
法
第
２
０
７
条
の

「土
地
の
所
有

権
は
法
令
の
制
限
内
に
お
い
て
、
そ

の
土
地
の
上
下
に
及
ぶ
」
と
い
う
規

定
が
適
用
さ
れ
る
。
だ
が
、
地
下
水

は
土
地
の
下
に
固
定
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
絶
え
ず
流
れ
る
地
下

の
川
だ
。
土
地
所
有
者
の
権
利
が
及

ぶ
と
は
考
え
に
く
い
。

地
下
水
に
つ
い
て
、
「水
は
国
民

共
有
の
貴
重
な
財
産
」
「
国
や
地
方

自
治
体
は
、
水
循
環
に
影
響
を
及
ぼ

す
利
用
に
つ
い
て
適
切
な
規
制
を
講

じ
る
」
な
ど
と
示
し
た

「水
循
環
基
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本
法
案
」
は
何
度
も
国
会
に
提
出
さ

れ
て
は
廃
案
に
な

つ
て
い
る
。

そ
う
し
た
な
か
各
地
で
地
下
水
位

の
低
下
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
熊
本
県
の
２
０
０
８
年
度
の

地
下
水
採
取
量
は
１
億
８
０
０
０
万

ｔ
で
‐７
年
前
の
７５
％
に
減
少
し
た
が

地
下
水
位
は
低
下
し
た
。

原
因
の
１
つ
は
、
田
ん
ぼ
が
減

っ

た
こ
と
。
稲
作
面
積
は
１
９
６
９
年

に
３
１
７
万
ｈａ
あ

っ
た
が
、
２
０
１

１
年
は
１
５
７
万
ｈａ
。
田
ん
ぼ
に
張

っ
た
水
は
、地
中
に
染
み
込
む
。
土
壌

の
質
に
よ
る
が
、
平
均
１
日
２
ｃｍ
程

度
浸
透
し
、
ｌ
ｈａ
当
た
り
２
万
ｔ
の

水
を
涵
養
。
稲
作
期
間
を
１
０
０
日

と
考
え
る
と
、
そ
の
間
ｌ
ｈａ
当
た
り

２
０
０
万
ｔ
の
水
が
地
下
浸
透
す
る
。

世
界
的
に
水
不
足
が
深
刻
に
な
る

な
か
で
、
日
本
に
は
年
間
１
７
０
０

皿
と
い
う
雨
量
が
あ
り
、
き
ち
ん
と

涵
養
す
れ
ば
、
将
来
に
わ
た

っ
て
地

下
水
を
持
続
的
に
活
用
で
き
る
。
日

本
は
畜
産
で
使
用
す
る
１
６
０
０
万

ｔ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
ほ
ぼ
全
量
を

輸
入
す
る
が
、
飼
料
稲

・
飼
料
米
を

家
畜
の
エ
サ
に
す
れ
ば
、
食
料
自
給

率
向
上
と
同
時
に
地
下
水
も
涵
養
で

き
る
。

こ
う
し
た
地
下
水
涵
養
の
動
き
を

企
業
は
積
極
的
に
バ
ツ
ク
ア
ツ
プ
す

べ
き
だ
　
将
来
確
実
に
訪
れ
る
水
不

足
は
海
外
に
生
産
拠
点
を
も
つ
企
業

に
と

っ
て
企
業
活
動
を
阻
害
す
る
も

の
に
な
る
。
そ
の
た
め
生
産
現
場
の

国
内
回
帰
を
検
討
す
る
動
き
も
あ
る
。

日
本
に
生
産
拠
点
を
移
転
し
、
一雇
用

創
出
を
行
い
、
国
内
で
地
下
水
洒
養

な
ど
水
保
全
活
動
に
取
り
組
む
。

地
下
水
涵
養
ル
ー
ル
は
、
地
下
水

を
活
用
す
る
企
業
活
動
を
妨
げ
る
も

の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
経
営
を
促
す
も
の
だ
。
長
期
的
目

線
か
ら
保
全
を
目
的
に
、
体
系
的
な

ル
ー
ル
づ
く
り
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
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